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群馬大学図書館には、3000 冊(2000 冊は和綴本)の明治期教科書が保管されて
いる。そのうち 630 冊（物理・理科関係 36 冊）は当時の児童生徒達が実際に
尋常・高等小學校で使用していたものである。本の裏表紙に学校名や住所氏
名などが記されていることなどからそれがわかる(写真 1)。それらは群馬縣
女子師範學校郷土研究室の蒐集本であり、表紙には郷土教育のラベルと共に
女子名の書かれたラベルが貼られている。図書館の協力を得て、半年間それ
ら蒐集本の分類を行なった結果、蒐集年と蒐集者の背景が見えて来た。蒐集
年は昭和 6年。蒐集者は本科一部 1～4年、本科二部 1,2 年、専攻科の全校に
わたる 67 人（現状までにわかった範囲で）の生徒達である。昭和 7年に群馬
縣女子師範學校創立 30 周年の記念行事として郷土室展覧会が行なわれたが、
そのときの展示物として集められた可能性が大きい(写真 2)。これらの本は
初期に何度か開示されたが、その後ほとんど 70 年間眠っていた。現在我々は
それらの使われた年代や書き込みなどを分析することにより、群馬県内にお
いて、学校教育が普及してきた過程や教育科目の変遷などを研究している。 
 
 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1 教科書裏表紙の一例          写真 2 郷土室展覧会 
 
